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新年のごあいさつ 
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 寅年の正月を迎え謹んで御祝詞を申し上げます。

毎年のことですがいつのまにか年が過ぎて、世間が

屠蘇気分になる頃になって年が替るのだなーと思う

次第です。先ず年頭には人並みに「今年こそは」と

緊張し、いろいろあれこれと計画して独り悦に入っ

ているが、さて多忙に追いまくられているうちいつ

のまにか歳末に追いこまれ、ただ早いものだと歎く

のが常道です。 

 昨年桜花爛漫の頃加本場長の後任として長野県よ

り赴任しまして早や９ヵ月経った訳でありますが、

何をする遑もなく遂々年を送ってしまい一寸度を失

った形ですが「おめでとう」の声に幾分落付を取戻

し、漸く人心地というか我に帰った気分になれると

いうものです。信州の山国とは気候風土、風習など

相当異なるところがありますので先ずそれに馴れ、

呑み込むのが一苦労です。例えば草作りの技術に致

しましても高冷地では冬季半年は殆んど草地が利用

できない反面、夏季はふんだんに刈取れるのに対し、

西南暖地では夏枯れに困る替りに裏作が充分に活用

できるという面白味があります。段々勉強もさせて

もらっていますので、今年は一つベースを確立しつ

つ物事をはこんで参りたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

 さて酪農も「曲り角にきた日本農業」の体質改善

策として、農業基本法でいう選択的拡大の線に乗り

文字通りの成長部門として多くの期待をよせられて

いますが、事実これまでの伸びは誠に順調で、牛乳、

乳製品の需要は前年の 15％を上廻り、今後もますま

す消費拡大の見透しが明るいことは喜ばしい限りで

あります。しかし生産面についてはその基礎となる

べき乳牛の増殖が一昨年あたりから増加の趨勢が幾

分にぶり、必ずしも順調とはいえないものがありま

す。その理由はいろいろ考えられますが、もともと

酪農経営は安易なものではなく、飼料高と低乳価が

続く限り期待通りの発展は決して容易なものではな

いことが理解されるでありましょう。酪農家自信に

とっても当面自分の努力の範囲で幾多解決しなけれ

ばならぬ問題が沢山あると思います。乳牛を 23頭飼

って乳を搾っているという丈で酪農経営をやってい

ると考えている人もいるようですが、本当の意味で

の酪農経営とは、乳牛飼養部門が経済的に収支つぐ

ない、そこからある程度安定した経営的収益を生ん

でいるような場合をいうべきでありましょう。 

 粗飼料基盤の拡大強化、飼育規模の拡大、飼養管

理の省力化、農村労働力の流出防止策、経営の協業

化などなど当面する問題が数多く指摘されますが、

これらを一つ一つを解きほぐすことこそ大きな使命

であり、安定した酪農の目標に向ってたゆみなき努

力を続けたいものと念願いたします。 

 

 


